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目的： 

近年、ベビースイミングへの参加機会は増加しているが、この経験が子どもの運動能力の発達に与える影響について

縦断的に調査した大規模研究は行われていない。そこで本研究は、スイミングの開始時期と 1 歳から 3 歳までの継

続頻度が子どもの運動能力の発達にどのような影響を与えるかを明らかにすることを目的とした。  

 

方法： 

母子 100,286 組のデータを対象とし、解析で用いる各変数の欠損データは多重代入法により補完した上で、J-ASQ-3

（乳幼児発達検査質問紙）で測定した粗大運動（例：歩く、走る、ジャンプするなど大きな動き）および微細運動（手先

の操作など細かい動き）の発達の遅れ（0 = 遅れなし、1 = 遅れあり）を目的変数、1.5 歳及び 3 歳時点のプール利用

頻度の継続パターン（Group A：1～3 歳までほぼ利用なし、B：1～1.5 歳までほぼ利用なし、2～3 歳で月 1 回以上利

用、C：1～1.5 歳まで月 1 回以上利用、2～3 歳の間に利用中止、Ｄ：1～3 歳まで月 1 回以上利用）を説明変数とし、

二項ロジスティック回帰分析を行った。  

 

結果： 

Group C（1～1.5 歳まで月 1 回以上利用、2～3 歳の間に利用中止）と D（1～3 歳まで月 1 回以上利用）ともに粗大運

動と微細運動の発達の遅れと有意な負の関連が示された。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究では、1 歳頃にベビースイミングを始めることが、3 歳までの粗大運動と微細運動の発達にポジティブな影響を

与える可能性が明らかになった。特に、1 歳頃に開始した場合、2 歳以降の継続の有無に関わらず粗大運動の発達と

関連することが分かった。また、1 歳頃に開始した場合、微細運動の発達には 2.5 歳以降に有意な関連が示された。

これらの結果より、2 歳までにベビースイミングを始めることが、運動機能の発達に重要な役割を果たす可能性が示

唆された。一方で、2 歳頃から始めた場合、発達にポジティブな関連はなかった。本研究は 3 歳までの調査のため、

調査時点ではまだ効果がみられなかったことも考えられる。今後は 3 歳以降を対象にした長期的な調査が必要であ

る。 

 

結論： 

1 歳頃からのベビースイミングの開始は粗大運動及び微細運動の発達にポジティブな影響を与える可能性が示され

た。今後、乳幼児期の運動発達を促進するベビースイミングの介入や運動プログラムの詳細な検討が必要である。  


